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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月16日(2014.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動作条件に従って画像処理を実行する画像処理装置であって、
　印刷モードの使用状況を算出する算出手段と、
　前記算出手段で算出した使用状況に基づいて、設定すべき動作条件を決定する決定手段
と、
　前記動作条件が設定された場合に電力量がどのくらい変化するかを算出する電力量算出
手段と、
　前記動作条件と電力量がどのくらい変化するかとを表示する表示手段と、
　前記動作条件の設定の指示をユーザから受ける指示受付手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記算出手段は、
　印刷ジョブを解析して印刷モードの使用回数を測定する測定手段と、
　前記測定手段により測定された印刷モードの使用回数と前記画像処理装置で実行された
印刷回数に従い印刷モードの使用率を算出する算出手段を有することを特徴とする請求項
１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記電力量算出手段で算出した電力量と、前記決定手段で決定した動
作条件と、当該動作条件を設定するか否かを指示するための指示情報とを含む確認画面を
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表示することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記表示手段が表示した動作条件を設定するか否かを指示するための指示情報に対する
ユーザからの指示に従い、動作条件の設定を制御する制御手段を備えることを特徴とする
請求項３記載の画像処理装置。
【請求項５】
　印刷処理に用いられるデータの画像処理を実行する複数の画像処理部を備えることを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記動作条件に従い、前記複数の画像処理部のうち、少なくも１つの画像処理部への電
力供給を制御する電力制御手段を備えることを特徴とする請求項５記載の画像処理装置。
 
【請求項７】
　前記電力量算出手段は、消費電力の削減率を算出し、
　前記表示手段は、前記動作条件と前記削減率とを表示することを特徴とする請求項１乃
至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記決定手段は、現在設定されている動作条件と前記使用率とを比較して、設定すべき
動作条件を決定することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　動作条件に従って画像処理を実行する画像処理装置であって、
　印刷モードの使用状況を算出する算出手段と、
　前記算出手段で算出した使用状況に基づいて、設定すべき動作条件を決定する決定手段
と、
　前記動作条件が設定された場合に電力量がどのくらい変化するかを算出する電力量算出
手段と、
　前記動作条件と電力量がどのくらい変化するかとを送信する送信手段と、
　前記動作条件の設定の指示を受信する受信手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１０】
　動作条件に従って画像処理を実行する画像処理装置の制御方法であって、
　印刷モードの使用状況を算出する算出工程と、
　前記算出工程で算出した使用状況に基づいて、設定すべき動作条件を決定する決定工程
と、
　前記動作条件が設定された場合に変化する電力量を算出する電力量算出工程と、
　前記決定工程で決定した変更すべき動作条件と、前記電力量算出工程で算出した電力量
とを表示する表示工程と、
　前記動作条件の設定の指示をユーザから受け付ける指示受付工程と、
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の画像処理装置の制御方法をコンピュータに実行させることを特徴と
するプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記目的を達成する本発明の画像処理装置は以下に示す構成を備える。
　動作条件に従って画像処理を実行する画像処理装置であって、印刷モードの使用状況を
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算出する算出手段と、前記算出手段で算出した使用状況に基づいて、設定すべき動作条件
を決定する決定手段と、前記動作条件が設定された場合に電力量がどのくらい変化するか
を算出する電力量算出手段と、前記動作条件と電力量がどのくらい変化するかとを表示す
る表示手段と、前記動作条件の設定の指示をユーザから受ける指示受付手段と、を備える
ことを特徴とする。
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